
K-Spacer 

有茎棘突起再生スペーサ 

K-Method 

       w w w . K y o t o — s h i n w a . c o m 

診療時間 

＜月～金＞ 

午前  ９：００ ～ １２：００ 

午後 １５：００ ～ １７：００ 

＜土＞ 

午前  ９：００ ～ １２：００ 

※ 土曜の午後は休診 

※ 日曜 ・ 祝日は休診 

▼外来予約 ・ お問合せはこちらにお電話ください 

  ＴＥＬ ： ０７５－６６１－６０２２  （ ＦＡＸ ： ０７５－６６１－６０２３ ） 

所在地 ： 〒６０１-８４２８ 京都市南区東寺東門前町２５番地 

特許第4100890号 

京都駅から徒歩 １５ 分    近鉄・東寺駅から徒歩 ５ 分 

 世界遺産の東寺が 

 目の前に見えます 

K-Spacer 

有茎棘突起再生スペーサ 

K-Method 

Ｋ‐Ｓｐａｃｅｒの特徴 
 
安全性 ： 棘突起固定用ツバにより脊柱管へ落ち込みにくくなっています。 

生理的 ： 棘突起を生理的な位置に保持し左右均等に脊柱管の拡大が 

      得られます。 

矯正力 ： Ａ（ｱﾝｸﾞﾙ）タイプはアライメントの改善に有用です。 

実  績 ： 十数年にわたり、５０００症例以上使用されており、有効性ならびに 

       安全性において高い評価を得ています。 

特許第4100890号 



皮切が３ｃｍ程度と小さく縫合しない 

ため手術後の疼痛が少なく傷口も 

目立ちません。 

（通常は襟足に隠れる部分を切開 

するため、服を着ている状態では 

傷口は見えません。） 

解剖学的に左右対称な脊柱管の 

拡大が十分得られます。 

棘突起の位置が生理的な位置に 

保たれます。 

脊椎の弯曲や後方要素の位置も 

生理的な条件に維持されます。 

術 前 術 後 

  臨床 
応用例 

 

 皮切 

術前中間位 
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術後中間位 

患者様の病状に応じ、Ｐ（ﾊﾟﾗﾚﾙ）ﾀｲﾌﾟとＡ（ｱﾝｸﾞﾙ）ﾀｲﾌﾟを 

使用します。 

Ｐ  Ａ 

Ｐ タイプ 

（ﾊﾟﾗﾚﾙﾀｲﾌﾟ） 

Ａ タイプ 

（ｱﾝｸﾞﾙﾀｲﾌﾟ） 

10mm8mm 

 Ａ(ｱﾝｸﾞﾙ) 
ﾀｲﾌﾟ 

臨床応用例 

  使用 
ｽﾍﾟｰｻ 


